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2012 年 11 月度の月次開示に関するお知らせ 

 

ジャパン・ホテル・リート投資法人（以下「本投資法人」といいます。）の 2012 年 11 月度における

ホテルの運営状況につき、月次売上高並びにホテル宿泊部門の客室稼働率、ADR 及び RevPAR を下記のと

おりお知らせいたします。 

本投資法人は変動賃料等の支払いを伴うホテルであって、ホテル賃借人等から開示について同意

をうけることができたホテルについて継続的に月次開示をいたします。 

 

記 

 

 

稼働率 84.1% 1.2% 79.6% 3.6%

ADR （円） 14,555 715 13,968 -381

RevPAR （円） 12,234 761 11,118 218

売上高 （百万円） 538 6 4,940 -107

稼働率 97.1% -2.1% 93.8% 17.1%

ADR （円） 18,496 2,991 17,185 1,623

RevPAR （円） 17,964 2,576 16,126 4,177

売上高 （百万円） 614 -30 6,113 1,022

稼働率 93.1% 6.9% 87.5% 0.1%

ADR （円） 10,806 1,065 9,946 -255

RevPAR （円） 10,056 1,667 8,700 -212

売上高 （百万円） 163 15 1,689 -44

稼働率 75.0% -1.6% 75.2% 0.3%

ADR （円） 15,574 -1,120 25,208 146

RevPAR （円） 11,679 -1,101 18,950 189

売上高 （百万円） 330 -46 4,777 28

稼働率 79.3% -0.1% 71.8% 5.5%

ADR （円） 8,534 168 8,236 -259

RevPAR （円） 6,767 121 5,911 279

売上高 （百万円） 219 15 1,919 190

上記 5 ホテル合計 売上高 （百万円） 1,864 -39 19,437 1,089

対前年累計増減
（注9）

神戸メリケンパーク
オリエンタルホテル

オリエンタルホテル
東京ベイ

オリエンタルホテル広島

ホテル日航アリビラ

なんばオリエンタルホテル

ホテル／項目 11月度
対前年同月
増減（注7）

累計(注8）



 

2  

 
※イビス東京新宿の売上高はテナント賃料を除くホテル部分のみの売上です。また、今回の月次開示から、対前

年同月増減、累計を開示いたします。なお、前賃借人から営業数値について開示の承諾を得られなかったため、

対前年累計増減はございません。 

 

11 月度の実績に関するジャパン・ホテル・リート・アドバイザーズ株式会社（資産運用会社）からのコ

メント： 

 

神戸メリケンパークオリエンタルホテルについて 

宿泊部門では、レジャー客を中心とした国内需要の取り込みに加え、学会及びイベント等の需要取り込

みにより、稼働率及びADRが前年同月を上回ったため、売上は前年同月を上回りました。料飲部門では、

婚礼宴会件数の増加により婚礼売上が前年同月を上回ったものの、一般宴会売上が前年同月を下回った

ため、部門全体の売上は前年同月を下回りました。結果として、ホテルの総売上は前年同月を約6百万円

上回りました。 

 

オリエンタルホテル 東京ベイについて 

宿泊部門では、ADRを高める戦略が功を奏し、売上は前年同月を上回りました。料飲部門では、レスト

ラン売上及び一般宴会売上は前年同月を上回ったものの、婚礼売上が前年同月を下回ったため、部門全

体の売上は前年同月を下回りました。また、前年同月は震災により発生した営業損失に対する保険金収

入の計上（約70百万円）があったことから、結果として、ホテルの総売上は前年同月を約30百万円下回

りました。 

 

なんばオリエンタルホテルについて 

宿泊部門では、レジャー客の集客に注力し、稼働率及びADRが前年同月を上回ったため、売上は前年同

月を上回りました。結果として、ホテルの総売上は前年同月を約15百万円上回りました。 

 

ホテル日航アリビラについて 
宿泊部門では、価格訴求商品の販売に注力し集客を図ったものの、稼働率及びADRとも前年同月を下回

ったため、売上は前年同月を下回りました。料飲部門では、レストラン売上及び婚礼売上が前年同月を

下回ったため、部門全体の売上は前年同月を下回りました。結果として、ホテルの総売上は前年同月を

約46百万円下回りました。 

 

オリエンタルホテル広島について 
宿泊部門では、レジャー客を中心に集客を図ったことにより、ADR が前年同月を上回ったため、売上は

前年同月を上回りました。料飲部門では、婚礼件数が前年同月を上回ったため、部門全体の売上は前年

同月を上回りました。結果として、ホテルの総売上は前年同月を約 15 百万円上回りました。 

 

イビス東京新宿について 

宿泊部門では、引き続き改装工事に伴う売り止めが発生しておりましたが、客室改装が一部完了したこ

とから稼働率及び ADR は前年同月を上回り、ホテル総売上は前年同月を約 8 百万円上回りました。 

 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ---------- 
注 1) 上記のコメントは資産運用会社が賃借人等から提供を受けた情報に基づいて作成しており、あくまでおおむねの傾向につ

いての参考情報として記載するものにすぎません。コメント中に記載された数値・情報については、監査等の手続を経て

いるものではなく、資産運用会社による独自の検証を行ないうる性質のものでもなく、個々の数字・内容の正確性・完全

性について保証できるものではありませんのでご留意ください。 

注 2) 各月の数字については監査等の手続きを経ていないため、各月を合計した金額は、後に提出する有価証券報告書に記載さ

れる6ケ月間及び年間の売上合計と合わない場合もあります。また、各月の売上についても、有価証券報告書に記載される

各月の売上と相違する場合があります。 

注 3) 稼働率：対象期間の販売客室数を同期間の販売可能客室数で除した数値をいいます。 

注 4) ADR ：平均客室販売単価 (Average Daily Rate) をいい、一定期間の宿泊部門売上高合計（サービス料を除きます。）を同

稼働率 79.5% 7.1% 83.7%

ADR （円） 9,708 695 9,097

RevPAR （円） 7,721 1,196 7,617

売上高 （百万円） 53 8 573

イビス東京新宿（※）

ホテル／項目 11月度
対前年同月

増減（注7）
累計(注8）

対前年累計増減

（注9）
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期間の販売客室数合計で除した値をいいます。なお、イビス東京新宿はサービス料はありません。 

注 5) RevPAR ：販売可能客室数当たり宿泊部門売上（Revenue Per Available Room)をいい、一定期間の宿泊部門売上高合計を

同期間の販売可能客室数合計で除したものをいい、ADRと客室稼働率の積にて計算される数値と同値となります。 

注 6) 客室稼働率については小数点第2位を、ADR、RevPARについては小数点第1位を四捨五入して記載しています。売上高につい

ては、百万円未満を四捨五入して記載しています。 

注 7) 対前年同月増減とは当該月と前年同月との増減を記載しています。 

注 8) 累計とは期首（1月）から当該月までの累計値を記載しています。 

注 9) 対前年累計増減とは、期首（1月）から当該月までの累計値と前年期首から前年該当月までの累計値との増減を記載してい

ます。 

 

 

＊ 本投資法人のホームページアドレス：http://www.jhrth.co.jp/ 

http://www.jhrth.co.jp/

